
 

 

 

調査№28 

調査内容 

熱田の宮の渡し公園で、復元された「時の鐘」を見たよ。他に時を知らせる鐘はなかったのかな？それか

ら鐘を撞くタイミングはどうやって計っていたんだろう？ 

調査手順 

 まずは『名古屋市史 地理編』を見てみよう。熱田の蔵福寺の他に、桜天神にも鐘があったと書かれて

いる。 この二か所だけ？もっとあるんじゃないかな？ 

『尾張の遺跡と遺物』、この本が使えそう。お、あった、あった！清洲清凉寺、鳴海如意寺、横須賀長源寺

の鐘のことがのっていた。横須賀は東海市だね。他にも当時の記録をさがしてみると、五百羅漢大龍寺で

も時の鐘を撞いていたことが分かったよ。 

撞くタイミングはどうなんだろう？『名古屋市史 地理編』によると抹香を焚いて昼夜を計っていたら

しい。遊郭で線香を使って時間を計ってたっていうのは聞いたことあるけど、抹香ってことは粉のお香だ

ね。時計の本をみていくと、香時計っていうのがあった。香を灰の中に線条に埋めてその燃える速さで時

を計ったんだって。誰が使っても一定の量の香を埋めることができる道具もあったそうだよ。 

調査結果 

鐘は熱田蔵福寺の他に桜天神、清洲清凉寺、鳴海如意寺、横須賀長源寺、五百羅漢大龍寺にもあり、   

住民や旅人に時を知らせていた。鐘を撞く時間は香時計で計っていた。 
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